
   

 

 

    

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

妻里小学校は学校のすぐ近くに大きな田んぼをお借りして，全校で
米作りに取り組んでいます。地域の米作りインストラクターの皆さ
んに教えていただきながら，種もみまきから収穫祭までペア学年で
取り組んでいるのが自慢です。 

 

「みとらず」というもち米用の種もみを使いました。 

すずめなどが，実を食べないことが名前の由来です。 

稲わらは神社や家の玄関用のお飾りに使われます。 
ありがたいです‼ 

米作りインストラクターさん 

元気に育つように 

心を込めて 

植えました。 

 
だいじなお米を 

一生懸命守ります！ 

しめ縄飾り用の稲は 

真夏に刈ります。 

妻里の自然と共に 
インストラクターさんと共に 
仲間と共に 

豊かな水・土・太陽 
思いやりの心 

収穫の喜び 
感謝の心 

 

４月から育てたの

で，いつもよりもお

いしく感じました。 

 

１人で持ったきね

は，とても重かった

です。 

インストラクターさんに，昔ながらのかかしの作り方を教わりました。 

今年も幸せな１年になりますように。 

米作り体験を通して，児童は様々なことを学びました。多くの人
の協力により，長い時間をかけてお米が食べられるようになるこ
と，一粒のお米も無駄にしないで作業すること・食べることの大
切さ，自然の恵みへの感謝と，妻里のよさを改めて実感しました。 

まとめ ～ 感謝の心をつなぐ ～  

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwjIt8fF09vWAhXFzbwKHfenAc4QjRwIBw&url=http://01.gatag.net/tag/%E4%BF%B3%E5%8F%A5%EF%BC%88%E7%9F%AD%E6%AD%8C%EF%BC%89/&psig=AOvVaw2cwgxZu0pyPAvhWny-a-Cf&ust=1507367457114517

